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ユニット別置型関連機器
メンテナンス契約のおすすめ

2024.7

定期的なメンテナンスが
いつまでも
高い精度を保つ

商品・システムから保守・メンテナンスまでのソリューションサイト　panasonic.co.jp/hvac/pces/

商品の情報はホームページでご確認ください。

■ 業務用機器 商品相談窓口
機器に関する
ご相談・

お問い合わせは
※お電話を頂く際には、番号を十分にお確かめの上、おかけまちがいのないようにお願いいたします。

＜営業時間＞ 24時間365日受付
＜対応業務＞ 機器に関するご相談・お問い合わせ

【ご相談窓口における個人情報のお取り扱い】
パナソニック株式会社およびグループ関係会社は、お客様の個人情報をご相談対応や修理対応などに利用させていただき、ご相談内容は録音させていただきます。また、
折り返し電話をさせていただくときのために発信番号を通知いただいております。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由がある場合を
除き、第三者に開示・提供いたしません。個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきました窓口にご連絡ください。

最初に をダイヤルしていただくと折り返しの連絡等がスムーズに行えます。

SCS-CP102 第2版

●お問い合わせはこちらへ…。

本社（東京都）

■業務用機器 商品相談窓口

■コールセンター

24時間365日体制で、お客様から頂
くお問合せを承ります。受付後に、
取扱商品の専門知識を持つ技術員
がご相談に対応致します。

全国に広がるサービス網が迅速に対応。24時間365日※
受付の万全な体制で、お客様を強力にバックアップします。

〒060-0031 札幌市中央区北1条東7丁目1-8
〒981-3133 宮城県仙台市泉区泉中央3-8-3
〒131-0045 東京都墨田区押上1-1-2
〒460-0002 名古屋市中区丸の内1-17-19

北海道支店
東 北 支 店
首都圏地区
中 部 支 店

（011）211-0538
（022）739-7703
（03）6678-0151
（052）209-6487

〒541-0059 大阪市中央区博労町3-5-1
〒733-0833 広島市西区商工センター4-9-9
〒812-0016 福岡市博多区博多駅南4-6-23

近 畿 支 店
中四国支店
九 州 支 店

（06）6125-2626
（082）278-2480
（092）411-3100

■ パナソニック産機システムズ株式会社 サービス拠点

0120-872456 FAX 0276-20-0228

（※島しょおよび一部地域につきましては除かせていただきます。）

panasonic.co.jp/hvac/pces/

〒131-0045
東京都墨田区押上1-1-2

このカタログの記載内容は
2024年7月現在のものです。

●九州支店
●熊本営業所

●北海道支店

●東北支店
●青森営業所
●盛岡営業所

●首都圏支店
●神奈川営業所
●茨城営業所
●群馬営業所
●新潟営業所

●中部支店
●静岡営業所
●北信営業部

●近畿支店

●中四国支店
●岡山営業所
●高松営業所

■フロン排出抑制法の概要

1年に1回以上

1年に1回以上

3年に1回以上

定期点検頻度

冷蔵機器および
冷凍機器

エアコンディショナー

製品区分

7.5kW以上

50kW以上

7.5kW以上
50kW未満

圧縮機電動機定格出力

機器の所有者様、ユーザー様に求められること

　　冷凍空調機器の簡易点検・定期点検の義務化
①すべての機器を対象に、日常的に実施する簡易点検の実施（3か月に１回以上）※専門業者がアドバイスをする。
②表1の機器については、定期点検の義務化（専門家に依頼）

　　漏えいを発見した場合には、速やかな漏えい箇所の特定および修理を実施
●フロン類の漏えいが見つかった際、修理をしないでフロン類を充填することの原則禁止。（繰り返し充填の原則禁止）
●適切な専門業者に修理、フロン類の充填を依頼。

　　機器の点検・修理やフロン類の充填・回収等の機器整備に関する履歴の記録・保存義務
①適切な管理を行うため、機器の整備については記録簿に履歴を記録し、記録簿は機器を廃棄するまで保存しなければならない。
②適切な専門業者に整備を依頼し、整備の記録を記入。

　　算定漏えい量の報告
１年間にフロン類をCO2換算値で1,000CO2-ton以上漏えいした事業者は国へ報告する義務

　　機器を廃棄する際は、フロン類を回収しなければならない。
①第一種フロン類充填回収業者に依頼して、フロン類を回収した後、機器を廃棄する。
②回収依頼の際は、行程管理票を交付しなければならない。
※　  は、法改正前からの義務
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点検計画 点　検 修　理 点検・修理
記録 運転診断

機器の簡易点検

機器の定期点検

機器の漏えい個所の特定・修理

機器整備に関する履歴の記録・保存

算定漏えい量の報告

フロン類の回収管理の報告
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※オプションにて対応可能です。
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管理者
（お客様）

整備者
（当社）

保守契約 あり 保守契約 なし
スポット点検あり スポット点検なし内　　容
管理者
（お客様）

整備者
（当社）

管理者
（お客様）

整備者
（当社）

履歴の管理

併設機の管理も
おまかせください！
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■守るべき 『判断基準』 
■年度ごとに国へ漏れ出たフロンの量を報告

※詳細については、日設連ホームページ（http://www.jarac.or.jp/）および環境省ホームページ
　（http://www.env.go.jp/earth/ozone/cfc/law/kaisei_h27/index.html）をご確認ください。

業務用の冷凍空調機器の管理者とは、業務用の冷凍空調機器の『所有者』
（その他、冷凍空調機器の使用等を管理する責任を負う者）となります。

機器の所有者（管理者）は、今後、業務用冷凍空調機器の適正な管理とフロン類の排出抑制に努めなければなりません。そのため、日常
的な簡易点検は所有者ご自身が行い、定期点検は、専門業者（十分な知見を有する者（冷媒フロン類取扱技術者等））に依頼して実施す
ることが必要となります。

今回のフロン排出抑制法の改正（２０１５年４月施行）によって、業務用冷凍空調機器（第一種特定製品）の管理者が機器を使用・管理し
ていく上で、以下の点が定められました。

管理作業
が増えた…

冷媒管理・点検フロー

フロン排出抑制法に対する機器の管理について

表1

漏えい点検のエキスパートによるフロン排出抑制法対応



パナソニックのメンテナンスサービスは3つのキーワードでサポートします。

パナソニックのメンテナンスサービスは

がセットになった、安心のシステムです。

３つのキーワードでサポートします。

ランニングコスト削減 食の安全・安心 機器の長寿命化

安  心安  心経済性経済性定期点検定期点検

お客様のユニット別置型機器の保守について1年間のご契約(有料)を結ん
で頂き、当社が責任を持って機器の定期点検と保守管理を行うものです。

修理技術費、部品代が
すべて無償です。

メンテナンス契約料金
◆機器の種類、大きさ、据付状況、
　点検回数などにより異なりますので、
　都度見積もりさせていただきます。

フルメンテナンス 年間契約

定期メンテナンス 年間契約

「メンテナンスサービス」とは

定期点検 コンデンサー等の清掃 修理対応

各種メンテナンスメニューをご用意しております！

機器や設備を常に最良の状態で末永くご利用いただくためには、日頃からの
点検やメンテナンスが非常に重要となります。お客様の機器の性能を常にベ
ストな状態に保つために、パナソニックのメンテナンスサービスをおすすめい
たします。

機器の不具合を事前にキャッチ

定期点検 コンデンサーの目詰まりや各部の汚れなどによる
機器の能力低下を防ぎ、ベストな状態を保ちます。

コンデンサーの洗浄 電装関係の点検・整備 コンプレッサーオイルの点検

機器の能力を常にベストに保つ

洗浄前 洗浄後

コンデンサー等の清掃

必要に応じて、不具合や不良
箇所を最小限の部品交換や
修理でメンテナンス。ダメージ
の蓄積や部品の劣化による偶
発トラブルを防ぐことが可能
です。

定期的にメンテナンスを行うことで
ノーメンテナンス時に比べ消費電力を削減することができます。

トラブルやダメージを防止

修理対応
(部品交換など)

機器ごとに作成した
定期点検項目表に基づき、
充実したメンテナンスをお届
けします。

◉印は保守契約料金に含まれています。ー印は有料です。

定期点検 修理工料 部品代

プラン1
プラン2
プラン3

◉  ー  ー
◉  ◉  ー
◉  ◉  ◉

メンテナンス契約の種類

メンテナンス対象商品（ユニット別置型）

クーリングコイル

プレハブ冷凍・冷蔵庫大型店舗
関連機器

小型店舗関連機器

冷凍機ユニット

大型店舗事例

プレハブ
バックヤード事例

小型店舗事例

定期的なメンテナンスで機器の能力低下を防ぎ、
良好なコンディションを維持します。

的確な点検とメンテナンスにより、システムの
不具合を事前にキャッチでき、トラブルを未然に
防止できます。

常にベストな状態を継続できるため、偶発トラ
ブルやダメージの蓄積を最小限に抑え、機器の
耐久性を維持します。

●トラブルの予防

機器のご使用状況や条件に合わせ、無駄のない
最適なメンテナンスをご提案します。フルメンテ
ナンス契約では、万一のトラブル発生時の修理
費用が含まれているので、計画外の出費を抑え
ることができます。
※別途有償となる修理もあります。

●メンテナンス費用の予算化
トラブルを予防し、機器の停止など、お客様の
営業や業務に及ぼす影響を最小限に食い止める
ことができます。

●安心のサポート体制

専門の技術と知識を持つ技術員が点検・整備を
行い、万一の偶発的なトラブルが発生しても優先
的に出動し、迅速に対応いたします。

●優先的にプロの技術員が迅速対応

フィルターの目詰まりや熱交換器の汚れなどが
蓄積すると、能力が低下し無駄なエネルギー消費
が増加します。定期的に清掃・洗浄を行うことで、
能力の低下とエネルギーの無駄遣いを防止でき
ます。

●省エネルギー・省コスト
●機器の寿命（耐用年数）を確保

●機器のベストコンディションを維持

定期点検

機器清掃

修理対応

業界NO.1のカスタマーサポートをめざす
パナソニックのメンテナンスサービス

定期的なメンテナンスでずっと快適運転

性能が著しく低下した
状態での消費電力

■ノーメンテナンスによる消費電力の増加

％

※出典：（社）日本冷凍空調工業会「定期的な保守・点検のおすすめ」
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1年目 2年目 3年目 4年目

ノーメンテナンス
時の平均消費電力

メンテナンス時の
平均消費電力

（例） 業務用エアコン　暖房運転時の消費電力（高圧上昇にともなう消費電力量UPをシミュレーション）

納入初期の消費電力

約40％

フィルターや熱交換器の清掃を定期的に行い運転することで、
消費電力がノーメンテナンス時に比べ平均約40％削減でき
ます。（下図参照）

※点検とは、点検の過程で必要となった保全内容を含む。

＊出典：（社）日本冷凍空調工業会「定期的な保守・点検のおすすめ」
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事後保全

予防保全
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定期的なメンテナンスは機器の性能を維持、そして故障の
発生を最小限に抑え、結果的に耐用年数を延長することに
繋がります。

耐用年数の延長の考え方 ランニングコストの低減

修理技術費、および修理に
必要な部品代は有償です。

安  心安  心経済性経済性定期点検定期点検

安  心安  心経済性経済性定期点検定期点検

３つのキーワードで３つのキーワードで

大型店舗関連機器 冷凍機

延命演出省エネ 衛生

プレハブ冷凍・冷蔵庫

整備メニューは組み合わせ自由！お気軽にご相談ください。老朽化診断のみのご依頼も承っております。

消費電力の増加イメージ
ノーメンテナンスだった場合

定期的にメンテナンスを
行った場合

納入
1年目 2年目 3年目 4年目

老朽化抑制・対策（整備）について
機器を長く・安心してご使用いただくために　定期的なメンテナンスサービスをおすすめします

遠隔データサービスを利用すればさらに安心。

サポートしますサポートします
定期的にメンテナンスを

行わないと…
突発故障の増加、

性能低下によるランニングコスト増加  等

定期的にメンテナンスを
行っていると…

快適運転・好調維持・故障発生リスク減へ！快適運転・好調維持・故障発生リスク減へ！

お客様の運用に見合った「見える化システム」を導入します。
●省エネ運用のための最適化

●温度日報の自動作成

年間約2~4%実現
【改善例】ケース・冷凍機の設定調整

※スーパーマーケット中規模店（8系統程度）において

※コスト削減イメージ

ショーケースの温度を自動収集、記録。
従業員による温度チェックの手作業を省力化します。

見える化 最適化・省力化

●点検サービス（簡易・定期点検）

●店舗老朽化診断（年1回）

●冷却状態(温度異常）を監視

●省エネ運転の維持継続

省力化・運営効率化

増エネ抑制・機器延命

機器の状態を点検・診断し、
省エネや美装につながる整備や
老朽化対策をご提案します。

温度変化を見守ることで
警報には至らない小さな
異常をキャッチ。
故障の兆候がある場合はお店にご連絡します。

簡易点検（年3回）、定期点検（年1回/フロン法定期点検含む）
を実施し、設備の状態確認・結果をご報告。

予期せぬ故障の抑制。
簡易点検に要する
工数・人件費の削減。

冷設機器が増エネにならないよう監視・
見守りを行い最適運転することで、
省エネ効果を維持していきます。

見守り・予防保全

●定期レポートでご報告（年4回）
冷設機器の状態や
エネルギー量について
定期レポートで報告。

安心の設備運営

理想的な店舗改装へ

老朽化対策ご提案（年1回）

老朽化抑制・対策

NEW

故障早期発見

販売チャンスロス低減

お客様のメリット

お客様のメリット

お客様のメリット 省エネの継続

お店の定期健康診断で
安心店舗運営

お客様のメリット

●エネルギー・温度の見える化

消費エネルギー管理

省エネ運用の意識向上

食の安全・安心
遠隔でエネルギー・温度データの
収集・保存、クラウドサービスで見える化。
遠隔監視センターとの接続で
機器の常時監視を行い、
温度異常や故障時に警報メールでお知らせ。

まずはエコストアシステムで省エネ

最大 実現

電気代削減お客様のメリット

お客様のメリット
電気代削減

お客様のメリット

省力化・運営効率化

お客様のメリット
24時間365日体制の
監視サービス

遠隔監視センター

故障ショーケースの是正

青枠マーカーは下限超え
冷やし過ぎ状態

赤枠マーカーは上限超え
冷えが悪い状態

下二重線は
霜取り

❶ナイトカバー交換

❷ハニカム清掃

❸照明交換
使用前 使用後 使用前 使用後

❶マグネットスイッチ交換

❷圧力スイッチ交換

❸コンプレッサーオイル交換

❹コンデンサー薬品洗浄

❹
❶ ❶

❷
❸

❷

❺❹

❸

❶プレハブ扉パッキン交換

❶

サービス導入前 サービス導入後

省エネ効果
販売ロス削減効果
業務効率化

お客様
メリット

電気代

販売ロス

!

❹吸い込み口清掃

❺デッキパン下洗浄・ファン洗浄

・当社EXシリーズ・半密閉型冷凍機でのエコストア
 システムあり・なしのオン・オフ比較において
・冷凍機とショーケースのみで試算　
 ※エコストア導入費用は別途必要です

によるコストメリット創出にもお役立ち

業務管理

ライフサイクルコスト
削 減

ライフサイクルコスト
削 減


